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(論文内容の要旨)
本論文は､大規模言語ｺ-ﾊﾟｽに関して､言語情報､特に形態素情報の自動付与

技術とそのような情報が付与されたｺ-ﾊﾟｽを解析および検索するために利用でき

る技術を提案し､その有効性を示すことを目的としている｡

言語情報が付与された大規模なｺ-ﾊﾟｽ､いわゆるﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽは､近年の

自然言語処理において､不可欠なものとなっている｡例えば､大量のﾀｸﾞ付きｺ-

ﾊﾟｽから統計的な手法によりﾊﾟﾗﾒﾀを学習し､それを用いた形態素解析器やﾊﾟ-

ｻﾞが開発されており､それらは意味解析などの深い言語処理の研究に役立っている

だけでなく､表層的な言語情報を用いて最大限の効果を得ることを目的に情報検索

などで利用されている｡ﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽを大量に作成していくということは､自

然言語処理の基礎ﾃﾞ-ﾀの蓄積を意味し､自然言語処理研究に欠かせない重要な課

題である｡

本研究では､まず､情報付与の対象となる言語に着目し､特定の言語や同系統の

数言語の解析のみを念頭に置いて開発されている現状の言語技術を拡張すべく､い

くつかのｼｽﾃﾑの提案と構築を行った｡

最初に､言語非依存の形態素解析の枠組を提案した｡同じ解析ｼｽﾃﾑに対して､

言語毎の特徴を記述するだけで､様々な言語に対して適用可能な方法を提案して実

装し､実験により有効性を示した｡

次に､ﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽを作成する人間に着目し､ﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽを効率的に

蓄積するための支援環境(ｸﾞﾗﾌｲｶﾙ･ﾕ-ｻﾞ･ｲﾝﾀ-ﾌｪ-ｽ)を提案した○
また､ﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽ作成作業の効率化への寄与という視点に基づき､これまで

のｺ-ﾊﾟｽから統計的な手法で学習されたﾊﾟﾗﾒﾀを用いる解析手法ではなく､人

手作成ﾙ-ﾙとの融合や事例ﾍﾞ-ｽによる解析手法といった利用法を提案し有効性

を示した｡

さらに､解析処理以外でのｺ-ﾊﾟｽの利用法として､人間によるﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟ

ｽ蓄積作業の際の｢参照｣に着目し､そのための､大規模なﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽからの

類似文字列検索を高速､高精度で行なう手法を､ Su抗Ⅹarrayを拡張することによっ

て提案し､その有効性を確認した｡



(論文審査結呆の要旨)

平成13年12月25日に開催した公聴会の結呆を参考に平成14年2月12日に本博

士論文の審査を行った｡以下のとおり､本博士論文は､提案者が独立した研究者とし

て､研究括動を続けていくための十分な素養を備えていることを示すものと認める｡

山下達雄は､本博士論文において､形態素情報を付与したｺ-ﾊﾟｽを作成するた

めの環境について考察し､様々な解析ｼｽﾃﾑと関連技術の提案と実装を行った｡

ｺ-ﾊﾟｽに基づく言語処理が大きな進展を逐げている現在､精度の高い解析済みｺ-

ﾊﾟｽを効率よく作成し､利用することは極めて重要であり､この分野への寄与が大

きいと認める｡本論文では､以下の研究成果が報告されている｡

1.特走の言語に依存しない形態素解析の手法を提案し､実装した｡各言語の特徴

を少ないﾊﾟﾗﾒ-ﾀで指定することにより､様々なﾀｲﾌﾟの言語への適用が可

能であることを示すため､日本語､英語､中国語についての実装を行った｡

2.ﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽを効率的に蓄積するための支援環境を提案し､実装した｡こ

れにより､新しいﾃﾞ-ﾀに対して､ｼｽﾃﾑの支援を受けて効率よいﾀｸﾞ付き

ｺ-ﾊﾟｽ作成が行えるとともに､作業者の不注意なｴﾗ-がｺ-ﾊﾟｽに入り込

む余地を削減した｡

3.解析済みのｺ-ﾊﾟｽを実際の解析ｼｽﾃﾑに括かすためのいくつかの方法を

提案した｡ -つは､人手で作成されたﾙ-ﾙとﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽから得られた

統計量の融合に関する提案であり､もう-つは､解析済みｺ-ﾊﾟｽを直接利用

した事例ﾍﾞ-ｽによる解析手法である｡両者について実験によりその有効性を

示している｡

4.大規模なﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽからの類似文字列検索を高速､高精度で行なう手法

を､ Su侃Ⅹarrayを拡張することによって提案し､その有効性を確認した｡ま

た､これらのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを利用しやすい形でｲﾝﾌﾟﾘﾒﾝﾄし､ﾌﾘ-ｿﾌﾄ

として公開した｡

このように､ﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽに関して､作成､蓄積､利用のすべてに渡る技術

を-連の流れとしてとらえてｼｽﾃﾑを設計し､実装することにより､極めて効率

よく自然言語処理技術の基盤であるﾀｸﾞ付きｺ-ﾊﾟｽを整備することができること

を示した｡その意味で本研究の成呆は顕著なものであると評価する｡

よって､本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める｡


